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第 2 章 IPM 2008 における日本パビリオンの運営 
 
１．事業全体の流れ 
 
2007 年 10 月 11 日  出展者募集開始 
     10 月 31 日  応募を終了、選考開始 
        11 月 12 日  出展者決定、通知 
        11 月 29 日   14：00 より近鉄エクスプレス大手町本社・特別会議室にて 
                      セミナー（説明会）を開催 
        12 月 14 日  植木海上輸送：大井港出航 
2008 年  1 月 7 日  植木ロッテルダム港到着 
         1 月 20 日  切り花航空輸送：成田空港⇒フランクフルト空港 
               会場設営（基礎部分施工） 
         1 月 22 日  切り花会場搬入、パビリオン装飾 
         1 月 23 日  植木会場搬入、パビリオン装飾 
         1 月 24 日  IPM Essen 第 1 日目 
         1 月 25 日  IPM Essen 第 2 日目 
         1 月 26 日  IPM Essen 第 3 日目 
         1 月 27 日  IPM Essen 第 4 日目  搬出・撤去 
 
２．運営内容の詳細 
 
（１）出展者募集 
■募集案内の作成 
 農林水産物等海外販路創出・拡大委託事業及び本展示会の基本コンセプト、目指すべき

ゴール、出展者の特典、負担等を分かりやすく案内書として文章化。 
■Web による募集 
 近鉄エクスプレスホームページにて、案内書と募集要項を開示。「出展申込書」はダウン

ロードが可能な作りとした。 
■各地方農政局等を通じた募集 
 農林水産物等輸出促進全国協議会または各地方農政局をとおして有望出展者の募集の働

きかけを行った。 
■「出展申込書」の受付 
 ファックスまたは郵送により、プロジェクト事務局にて受付を開始した。「出展申込書」

を受領したところから、各候補者の詳細情報を把握するため「事前調査票」を配布、回答

をしてもらった。順次、データベース化していった。 
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■出展や海外への販売に対する意識等の確認 
 「事前調査票」に基づき簡単なヒアリングを実施、採点を行った。展示・商談会テーマ

との整合性や、商材の重複などを確認したうえで出展希望者を精査。同時に現地有識者の

意見や輸入規制情報をもとに個々の商材について吟味し、出展者案を作成した。 
■出展者の決定 
 上記出展者案について農林水産省に協議した上でこれを決定した。 
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（２）出展品について 
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（３）出展品の物流 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■大田市場にて集荷後、成田からフランクフルト

まで直行便利用 
■コールドチェーンの確保（成田、フランクフル

ト、会場までの動線を確認。凍傷対策が必要。）

■輸入規制のクリア（ドイツ政府と交渉するも展

示会用特別措置は引き出せず。正規の手続を経

た。） 
■開花ステージの調整のため、出荷はギリギリま

で遅らせた。 

■圃場にて集荷後、大井港らロッテルダムまで   

 海上輸送、その後エッセン海上までトラック転送。

■コールドチェーンの確保（リーファーコンテナを

使用。現地では凍傷対策が必要。） 
■輸入規制のクリア（事前検疫を済ませた圃場、  

 植木から出展物を選定。） 
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◆梱包の留意点 
 IPM Essen 2008 に出展する花材につき、日本から展示会場までその品質を劣化させるこ

となく輸送するため、各出展者には下記の点を留意の上、以下の要領で梱包を行ってもら

った。 
■展示会に出展する花材は、出荷前に必ず消毒をする。 
 （輸出の際、検疫時に病害虫が発見された場合は、輸出ができなってしまうため。） 
■輸送所要時間が通常の国内での取引の場合と比較して長くなるので、花材の品質保持の

ため、必要な薬剤処置をする。 
■水、エコゼリー等は使用しないため、切花は可能な限り到着後速やかに切戻しと水揚げ  
 を行う。 
■通気性をよくするため、各カートンに通風穴を開ける（カートンの強度維持に注意）。 
■梱包に際しては、全ての花材をカートン（ダンボール箱）に梱包する。また、カートン

については輸出用のダブル・カートンなど、航空機による輸出に耐える十分な強度を持

ったカートンを使用する。（木材は一切使用しないようにする。） 
■輸送する花材の性質・性状、所要時間、輸送条件（振動、衝撃、温度）等を考慮し、花

材の品質を劣化させることなく展示会場に届けるための梱包をする。 
■輸送に使用する輸送機具は、トラック、フォークリフト、航空機、空港内で使用する航

空機用パレットの荷役・移動機器などであるため、貨物の輸送中、荷役中、航空機の離

着陸時等に、若干の振動と衝撃があるので、しっかりと固定するようにする。 
 
【梱包手順】   
①花材は品種ごとに束ねる。 
  ※解きやすいようにバンドルして束ねるようにする。 
②花材によっては各花束を新聞紙で包むなど、結露防止処置を行う。（図 1） 
③花束は頭を互い違いに収納していく（収納効率を高めるため）。（図 2） 
④箱の両端には必要に応じてシュレッダーを通した裁断紙のような緩衝材を入れる。（図 2） 
⑥花材収納後、カートンの蓋はガムテープでしっかりと閉じる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2－収納方法図 1－新聞紙による結露対策 
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【ステッカーについて】 
カートンすべての外装に各注意事項を表示した。 
 
「ケアマーク」を赤色にて必ず明記 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）日本パビリオンの設営 
 パビリオンのデザインは、海外での花き展示に豊富な経験を持つメンバーにより設計、

施工を行った。 
 

 基本レイアウトは「囲い込み」型とし、出展者との会話や商談へと持ち込みやすい

環境設計とする。 
 欧州で標準的な「ノンパーティション」ブースとし、零細生産者も１アイテムから

出展できる設計とする。 
 浮遊来場者のストップ・アンド・ゴー（見物の立寄りだけ）を減らし、「真」の潜在

顧客との対応に十分な時間を使えるようにする。 
 海外における花き見本市であることを意識し、商材カテゴリーによるゾーン分けす

るなど外国人にとってわかりやすいパビリオン構造とする。 
 パビリオンへは 2 方向からのアクセスとし、ゾーンわけされた商品展示（切花ゾー

ンと植木ゾーン）をブース外周に展開した。 
 サイズは、１０m ×１０m の１００平米。 

 

【Keep Cold +5℃】の温度表示シール 
温度表示シール：切花の場合は５℃で設定する

展示会判別用シール 
大田市場、税関、検疫所、 
ＥＵ側が判別するために必要なもの
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◆日本パビリオンのコンセプト 
 「囲い込み型」の「ノンパーティションブース」は、 
①真に取引を希望する顧客を内部に誘導し、商談に専念できる空間を演出する。 
②真に輸出可能性のあるアイテムを生産する小規模生産者の商品可能性のアイテム出展率

を高める。 
③日本パビリオンとしての一体感の創造。 
などの相乗的な効果がある。 
 
◆レイアウト図 
 
クローズドコンセプトによる 
来場者の囲い込み 
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◆日本パビリオンのデザイン 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆施工 
 ドイツにおける展示・商談会の通例として、施工には十分な期間が与えられたことによ

り、日本パビリオンの施工も非常にスムーズかつ計画的に進行させることができた。今回

の施工会社はコストパフォーマンスを考え地元の業者を選択した。 
 
 
 

実際には、切り花のひな壇を内

側に向けた方が見栄えが良いと

いうことになった。 

各ポール（ライト）に

タペストリーを配備 
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◆切花、切葉、枝物出展物の搬入 
 着荷の状態は、一部のデリケートな切花に萎れやセンリョウの脱粒が見られたが、物理

的なダメージはなく、総体的に状態は良好であった。この時点で、圃場採花から５～６日

が経過。 
 一日でも早い切戻しと水あげをするため、植木の搬入に先行して切花類の処理を行った。 
切戻し処理の後は、保鮮剤入りのバケツで水あげ。この時の会場温度は約 12 度。会場内に

は冷蔵施設がないため、外に大型のバン車両を用意し保冷を予定していたが、着荷状態と 

気温に問題が見られなかったため、会場内で保管することとした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「装飾の半分は出展物自身」のコンセ

プトから、施工はシンプルに。 

カラーは白を基調に、赤（文字）と控え

めなグレー（床）とし、極力出展物が  

引き立つようコントラストを考えた。 
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◆植木の搬入 
 着荷の状態は良好で、センチュウも発見されず無事検疫も合格。  
 全品展示可能な状態ではあったが、展示スペースの問題で一部を間引いた。手順として

は、フォークリフトによる積み下ろし → ツリーボックスへの落とし込み → ピートモス 
→ 玉砂利入れ、の順となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

積み下ろし作業 

ボックスへの落とし込み 

ピートモス 

玉砂利入れ 
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（５）通訳・プロモーターの配置 
◆通訳 
 商談及びイベント用の通訳として、ドイツ在住の日本人（英語・ドイツ語可能）を 2 名

配置。商談やイベント以外の時間は、来場者に積極的に声がけを行い、集客のサポートを

行った。 
 
◆プロモーター 
 日本語の会話の可能な現地人（英語・ドイツ語可能）をＰＲ補助員（プロモーター）と

してパビリオン内に 3 名配置。日本パビリオンの通路でパンフレット配布やアンケート調

査など様々な業務を行った。積極的に声をかけ、来場者にアピール。商談数が予想以上に

多かったため、商談のサポートにも対応してもらった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（６）集客イベント  
 日本パビリオンの話題性の創出や、直接的な視覚による訴求を目的として、フラワーア

レンジメントのイベントを実施した。 
 

場所  日本パビリオン内特設ステージ   

時間  11:00-12:00 / 15:00-16:00  （1 日 2 回） 

デモンストレーター

 花阿彌 Hana-Ami Gestaltungsschule / 久保数政氏 
 ドイツ・ヨーロピアンスタイルのフラワーアレンジメントスクール

 HP：http://www.hana-ami.co.jp/ 
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【久保数政氏について】 
1977 年日本人デザイナーとしてインターフローラワールドカップに

出場。これ以降世界のトップデザイナーとの交流を深め、日本におけ

る海外デザイナーのデモンストレーション、講習会等の企画を多数て

がける。1997 年ドイツエッセンの国際舞台でアジア代表としてデモン

ストレーションを行う。これを機会に“TEAM HANA-AMI”（若手の

デザイナー組織）を発足。1998 年には同じくエッセン IPM で日本人

デザイナーの展示会をアレンジ。2001 年台場のＴＦＴホールにて

“GREGOR LERSCH＆KAZUMASA KUBO TENDENZ2001“デモン

ストレーションを開催。ダイナミックな作品を多数披露。2003 年 2 月

ドイツエッセン IPM にてデモンストレーションを行なう。2004 年 2

月東京ドームで行なわれた“世界らん展”のステージイベント最終日に

デモンストレーションを行なう。ヨーロピアンデザイン・ヨーロッパ

のトレンドデザイン等に精通し、現在花阿彌レッスン・各地での講演・

デモンストレーション等、エネルギッシュかつ熱心な指導者・フロー

リストの育成に力を注いでいる。 
                （花阿彌 HP より抜粋。一部省略。）

久保氏によるデモ 

花阿彌 ゲシュタルトゥングスシューレ学校長

社団法人 日本フラワーデザイナー協会  

      常任理事・名誉本部講師 

イベント告知の 
ポスター 

受付前に設置 
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◆デモンストレーションの様子 
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（７）来場者誘致やプロモーション 
◆ダイレクトメール（DM）の配布 
 日本パビリオンの概略と出展者の会社名、出展品目のサマリーを記載した案内書をＤＭ

にてドイツ及び周辺国の有力バイヤーに配布した。(約 1,500 部) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆WEB 情報サービス 「www.tastejapan.com」 
 IPM Essen 2008 日本パビリオンの紹介や、出展者のプロフィールや商品情報を案内する

英文サイト。有望来場者に対して来場前にこのサイトへの誘導を積極的に行った。 
 商談のための基礎情報の提供の場として、また、各出展者の会社のホームページへのポ

ータルとしても利用できる。サイトの閲覧者がそれぞれの出展者のページから問い合わせ

のメールを送れるようになっている。   
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◆会場での配布物 
【ピンバッジ】 
                     来場者への配布用グッズとしてピンバッジ  
                     500 個を用意。非常に好評であった。 
 
 
 
 
 
 
【パンフレット・リーフレット類】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【IPM トップページ】 

農林水産省大臣挨拶 

【各出展者のページ】 
会社（団体）案内や出展品の紹介

【各出展者のページ】

出展品の紹介 

英語版の輸出リーフレット

を会場で配布 



 27

３． 会期中の様子（写真による紹介） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆商談風景 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆会場風景（他国のパビリオン） 
 
 
 
 
 

 
 


